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＜連絡事項＞

・本日より定期採血始まっています。

・防災訓練実施予定です。

　ビデオ上映→9/8　10:00～各病棟ホールにてプログラムの時間に実施

　訓練→9/12　13:45～

　　　　　　　西病棟G参加スタッフ：松川MNs　佐々木Ns　及川CW

　内容については各自企画書を確認してください。

＜患者様連絡事項＞

・松橋　清子様～昨日の血液検査の結果ＣＫ値・Ｋ値、異常値の為、主治医診察し点滴にカリウム製剤追加し24時間キープの指示あり実施しています。ＣＫ値については経過観察の指示。自排尿出来ず膀胱カテーテル留置しています。バイタル異常はなく意識も清明ですが、服薬、朝・昼食ともに拒食されています。ご家族差し入れは摂取されています。本日、身体管理目的にて東合併症室に転出となっています。

・小林　満様　～本日、東病棟Aユニット→西病棟Aユニット42号室へ転入となっています。

・田端　テル様～本日ご家族の面会あり9/10（水）に室岡整形受診希望ありますが、最近血圧高値みられ不調の訴えある為「無理そうであれば前日に連絡ください」とのことです。また、義歯が合わなくなってきていることも話され、以前に義歯を作成した外部の歯科受診を希望されています。当院でも歯科の往診ある事を情報提供すると、次回面会時に息子様から本人へ説明し本人の了承が得られれば申し込むとの事です。

・清水　進様　～本日10:40午前の作業療法中に、意識喪失・顔面蒼白みられています。血圧80/60mmHg　脈拍58回/分　意識はすぐに回復しています。普段から食事摂取量少なく。血液データからは貧血傾向も見られています。甘いお菓子は好み摂取されていますが、病院の食事を食べると下痢をすると言われ食事摂取量少ないです。排便状況の観察を詳しく行い、食事が食べられるように工夫して行きましょう。

・三浦　由紀様～今週外泊訓練予定でしたが、「家に行っても誰もいない」とのことで中止となります。また、それに伴い家族勉強会もなくなります。

・上田　尚弘様～本日、歯科受診の為9:00母様付き添いにて外出されています。外出前に突然「夕食を食べてから帰ってきたい」と話されています。主治医許可は16:30までとなっていること説明していますが、本人は納得できずにいます。17:30帰院、危険物の持ち込みはありません。帰院後はスタッフへ穏やかに話しかける様子みられています。

　　　　　　　　次回受診は9/10（水）予定です。

・松尾　陸奥彦様～本日午前中に、耳が痒い痛い、郵便局に行きたい今すぐ外出したいとの訴え聞かれています。他科受診についてはまず先に主治医の診察を受けてからになる事を説明しています。その後は訴えなくされています。今後も同様の訴えがある可能性がありますのでその都度説明をしていきましょう。

・林　田鶴子様～体重増加傾向あり、本人より下着が小さいと訴え聞かれています。ご家族面会時に新しい下着の準備を検討していただくよう伝えて下さい。

・糸山　タケ様～作業療法・レストランともに行くこと出来ています。引き続き、転倒のないように、作業室への階段は必ずスタッフが付き添いをしていきましょう。

＜安ヶ平Dr.診察＞　

・久保　清美様～来週中に実施するよう、日内変動の指示あります。

・三浦　由紀様～診察時、眠れないとの訴えありソラナックス（催眠鎮静剤）処方となっています。また、右腕に湿疹みられデルモベート軟膏（鎮痒・消炎剤）

　　　　　　　　処方されています。

・市川　真紀子様～診察時ハロマンス（精神神経用剤）主治医より筋注実施しています。妄想活発な為、ロナセン（精神神経用剤）臨時処方となっています。

・新井　圭次様～栄養状態改善の為、エンシュアリキッド１本　７日分追加処方となっています。

＜転入患者様＞

小林　満様（27）　病名：アルコール依存症　主治医：田名部Dr

入院形態：任意入院　　入院年月日：H２０年７月２日（２回目）

H20年8月27日外出訓練目的にて単独外出行うが、飲酒状態にて帰院。主治医診察し、西病棟Aユニット→東病棟Aユニットへ移動しています。

移動後は再飲酒についての話はありませんが、アルコールプログラム継続して実施しています。自分なりには再飲酒の振り返りは出来ており、再飲酒の危険回避方法も話し出来ています。全体的な断酒意志は確立されつつありますが、表面的な部分も見られています。

本日療養環境変更目的にて東病棟Aユニット→西病棟Aユニットへ転入。

転入後は他者との交流も見られ、身辺整理も自ら行っています。

再飲酒についての発言は聞かれていません。

今後は、アルコールプログラムを通して断酒の意志を確立して行けるように、関わりを持っていきます。
問題点　抑えられない飲酒欲求　（外出時飲酒してしまう）

　　　　外出時の飲酒した際の状況（行動や思い）の振り返りと、今後のお酒向きの生活についてのイメージ作りを行っていく。

　　　　

